
健康づくりの取り組みについて

資料2



【全体目標】健康と食をつむいで、健康寿命をのば
す

基本方針１：がん、生活習慣病、認知症予防の推進

基本方針２：食の体験活動を通した食育の推進

基本方針３：健康情報を取得できる環境づくりの基盤整備



基本方針１：
がん、生活習慣病、認知症予防の推進
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泉大津市各種がん検診受診率
（４０～６９歳の受診率）
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令和元年度 地域保健・健康増進事業報告
各種がん検診受診率
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令和元年度 地域保健・健康増進事業報告
各種がん検診受診率
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◎過去5年間の大腸がん検診受診者のうち、今年度胃がん・大腸がん・
肺がん検診の未受診者に対して、受診勧奨ハガキを送付（Ｈ29～）

（１）40歳～69歳の女性に胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮がん検診勧奨ハガキを送付
（２）40歳～69歳の男性に胃がん・大腸がん・肺がん検診勧奨ハガキを送付
（３）20歳～39歳の女性に子宮がん・健康診査の勧奨ハガキを送付

◎クーポン券未受診者勧奨はがき
子宮・乳がん検診のクーポン券を送付したが、使用していない方に対して勧奨はがきを送付する

予定

◎胃がん内視鏡検診受診券勧奨はがき
受診券を発行したが、使用していない方に対して勧奨はがきを送付する予定(1月末を予定)

◎大腸がん検診キット事前送付
特定健診申込者に健診受診票を送付する際に大腸が検診の検査キットを同封

・がん検診勧奨方法について



令和3年度がん検診の新たな取り組み

（1）協会けんぽの被扶養者を対象に、個別医療機関
での特定健診＋がん検診の同時検診を案内。

（2）胃がん内視鏡検診受診券発行者で未受診の方に
対して勧奨案内を送付。



成人歯科健診受診率の推移
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特定健診実施率の推移（法廷報告）
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特定保健指導実施率の推移（法廷報告）
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その他の国保保健事業について

早期介入事業

専門のトレーナーによる食事指導と運動指導を組み合わせ
た生活習慣改善プログラム（全8回）

糖尿病性腎症重症化予防事業

主治医の「生活指導確認書」に沿って食事指導、運動指導、服
薬指導、ストレスマネジメント、血糖管理及びフットケア等の
保健指導を６か月間実施。



その他の国保保健事業について
未受診者個別勧奨

特定健康診査未受診者に対し、ハガキや電話等を利用して
受診勧奨を行なう。

ホテル健診勧奨ハガキ

コールセンターでの健診受診勧奨

個人の特性に合わせた受診勧奨

スマホｄｅドック（郵送型簡易血液検査）

郵送により自己採血キットで血液検査を実施した後、インター
ネットに接続可能な情報機器を用いて専用サイトで健診結果を
確認することができる。



＜生活習慣病の予防・認知症予防の推進＞

リフレッシュ・ヨガ講座

R2年度参加者 延べ26人
（2回コース×1回開催）

歯医者さんが教える
アンチエイジング

R2年度
参加者 延べ42人

保育付
運動講座

R3年度参加者 延べ20人
（2回コース×1回開催）



保育付
運動講座働き盛りの筋トレ講座

参加者 延べ8人



出前講座（楽笑会）

食事やフレイルについての講話を行ないました。



らくらく運動教室

偶数月は管理栄養士による
ミニ講座＋特製スムージー付き

R2年度参加者
延べ133人
（８回開催）

R3年度参加者
延べ95人
（6回開催）



フレイル測定会

参加者 延べ50人
（R3年度5回開催予定）



高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業



泉大津市での一体的実施事業の取り組み（令和3年度）

※数字は概算です



基本方針２：
食の体験活動を通した食育の推進



食の体験活動「わくわく食育体験」

目的：栽培活動や調理体験を通して、規則正しい生活習慣や食生活づくりに
ついて啓発し、子どもの食に対する興味を育み、実践する力を身に付ける。
また、親子で参加するプログラムとなっており、保護者自身の生活習慣や食
生活を見直す機会とする。
令和３年度参加親子（祖父母）：８７組
内容：JAいずみの作成の栽培リーフレットをもとに、
土袋を使用し「じゃがいも」の栽培を家庭で実施。
（栽培期間：８月下旬～１２月）
栽培活動の様子の絵日記と、収穫物を使って家庭で
取り組んだクッキングの様子を記入し、提出してもらう。
提出いただいた日記は、食育展で掲示予定。
栽培活動をサポートするため、月１回「わくわく通信」を送付し、
栽培の様子やポイントについてお知らせ。
また、収穫後に親子でクッキングに取り組めるよう、じゃがいも
レシピ集を作成し送付予定。



学童思春期の調理実習を通した食の講座

目的：基礎的な生活習慣を確立させる最も大切な学童・思春期に調理実習を
通して、調理技術の獲得はもちろん、自身の食について考える機会を持つ。
規則正しい生活習慣の実践や食の体験活動を通して、食の世界を広げること
へつなげるとともに、災害時の栄養管理についても考える機会とする。

実施日：１２月２７日・午後（冬休み期間中）

対象者：小学５～６年生および中学１～２年生

内容：学童思春期に必要な栄養素など食育の講話と、
防災時や野外での調理時に役立つ調理技術として、
カセットコンロとお鍋を使ってご飯を炊飯するとともに、
野菜を含んだ具沢山みそ汁等と合わせ、栄養バランスに
ついて学ぶ。また、災害時の備蓄食品等について考える
機会となるよう災害時備蓄品リーフレットを活用する。
（危機管理課からデータ提供・当日講師依頼）



地域ボランティア養成講座

講座名：食と栄養・健康づくり教室

目的：青壮年期・高齢期を対象に、健康づくり、食生活の改善や運動習慣の
獲得を目指すほか、学んだ知識を食生活改善推進委員を含む食のボランティ
アやヘルサポ☆ウォーカーズなどの健康づくりグループ等、地域ボランティ
アとして地域活動や情報提供活動に活かすことを目的とする。

内容：食生活改善推進委員の養成カリキュラム（日本
食生活協会が定める）である「推進員と地域活動」
「健康状況と生活習慣病」「健康日本２１」「食育」
「調理」「食品衛生と食環境保全」「身体活動・運動」
の内容を組みこんだ、講義と実技の講座。
基本的なことを学ぶ基礎コース（５回）
とさらに専門的に学ぶステップアップコース（４回）
養成カリキュラムでは、２０時間の受講が求められて
いるため、推進員として活動するためには、全９回受講が必要。



基本方針３：
健康情報を取得できる環境づくりの
基盤整備



乳がん講演会

基本方針３：健康情報を取得できる環境づくりの整備

がん・特定けんしん啓
発動画作成



市役所ロビーのパネル展示（3/11～22）



市役所ロビーのパネル展示（9/24～30）



◎けんしん時に健康づくりちらしを配布
・あしゆびプロジェクト周知
・運動動画案内
・認知症予防啓発
・がん検診啓発動画案内

◎乳がん検診時に乳がん講演会の動画を流す

◎広報12月号にがん検診啓発コラムを掲載予定


